
森小路遺跡は、淀川南岸の自然堤防上に人が住んだムラ跡で海抜２．５ｍ～５ｍの低層（平地）遺跡として

貴重である。弥生中期と古墳中期の各期出土品は多数あるが、弥生後期から古墳前期の出土品はなく、その

間森小路の人々は、河内湖や淀川の洪水被害のため移動したと推測されている。その後人々は、海から海へ

の交通の要所で、大陸文化の受け入れや物資交流の盛んな所として定住し栄え、農耕地の開拓により強大

化したと考えられている。現在住宅地の新森４～５丁目付近、地面をわずか１ｍも掘り下げた道路工事や

調査（約１００件）時の砂層からかなり正確に６世紀頃のもの・榎並の庄の荘園期のもの・室町期のものも

出ている。

森小路遺跡は、昭和６年の土地区画整理の際に

発見された主として弥生中期の集落遺跡で、古

墳時代・さらに飛鳥・奈良時代のものまで出土し、

大阪市顕彰史跡である。京阪森小路駅から東へ

五分、新森4丁目の新森中央公園に石碑と説明版

があり、公園の周囲約５００ｍに分布している。

大阪市は、昭和４9年から遺跡調査を始め、下水

管やガス管等の敷設工事とともに、又その後家

屋の立替増加時に先立つ調査も行われた。〈小椋〉

森小路遺跡 ムラ跡 低層（平地）遺跡

大陸文化の受け入れ 定住

貴重

森小路遺跡 昭和６年

主として弥生中期の集落遺跡

新森中央公園 石碑
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旭区役所の隣、区民センターの
郷土資料室（図書館への入り口）
で、出土品や復元模型のパネル
展示がされていている。
弥生当時の様子をはじめ、その
後の森小路遺跡、旭区を学べます。
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ぜひ！
当時の様子が今に
つづくことを、多く
の区民の方に足を
運び　　いただき
たいです。

今に
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旭区森小路遺跡 学べ

つづく
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